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総合エンジニアリングをつうじて
快適な低炭素社会の実現に貢献します。

事業をつうじての社会貢献を表しています。
三機工業は高度な技術、特に現代においては環境対策技術を中心に社会に貢献し続けます。

顧客満足を表しています。お客さまやステークホルダーの心を自分の心として、何を望んでいるかを理解し、いかにこれに応えるかを考え、実践します。

互いに研鑽し理解し合った仲間が英知を集めて行動することを表しています。
社内だけに限らず、ステークホルダーとのコミュニケーションを大事にします。

当社は1980年に制定した「社是」で、事業をつうじての社会貢献とステークホルダーとのコミュニケーションの重要性を表しました。

これは、CSRの概念にそのままあてはまるものです。

2002年12月には、社是の精神に基づく「行動規範・行動指針」と、これを浸透・遵守する体制を整えるための「企業倫理規程」を制定しました。

「行動規範・行動指針」は、法令遵守にとどまらず、当社グループの全役員・従業員が企業市民としていかに行動するかを示したCSR宣言です。

社 是

「行動規範・行動指針」を制定すること、「行動規範・行動指針」の浸透・遵守のために企業倫理委員会、内部通報窓口の設置などの社内体制を整える
ことを内容としたものです。

企業倫理規程

当社の役員・従業員が守らなければならない基本的事項、心構えを表しており、「顧客との関係」「取引先との関係」「株主・投資家との関係」「役職員
との関係」「会社財産の管理」「社会との関係」の6つの規範からなります。

行動規範

行動規範に対応し、具体的に「何を行うべきか」「何を行ってはいけないか」を26の指針として定めたものです。
行動指針

エンジニアリングをつうじて社会に貢献する。

顧客の心を心として誠意をもってニーズに応える。

よく考え、つねにフェローシップによって行動する。
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ハイライト

■報告対象組織
　三機工業株式会社単体を基本とし、コンプライアンス、内部統制について
はグループ全体を対象としています。決算数値は連結数値を採用しています。

■報告対象期間
　2010年４月～2011年３月（一部2011年４月以降のものも記載）

■参考としたガイドライン
　環境省「環境報告ガイドライン2007年版」、環境省「環境会計ガイドライン
2005年版」、建設業における環境会計ガイドライン2002年版

■お読みいただくにあたって
　本報告書は、当社のCSR(企業の社会的責任)にかかわる方針および活動
について、すべてのステークホルダーの皆さまにご報告するためのものです。
作成にあたっては、当社が重要と考える記載項目を中心に、ステークホルダー
の皆さまの関心が高いと思われるものを、わかりやすくお伝えすることを
心がけました。
　なお、活動にあたっては、2010年11月に発行された、社会的責任に関する
国際規格ISO26000についても参考にしています。
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度に比べ減収減益となりました。
　東日本大震災は日本経済に甚大な被害を与え、
景気の回復時期は依然不透明な状況が続いてい
ます。しかし一方で、2010年４月より改正省エネル
ギー法や東京都環境確保条例が施行されるなど、
低炭素社会実現に向けた産業界の具体的な取り組
みが求められてきており、当社の総合エンジニアリン
グ力を発揮できる機会は、今後拡大していくものと
考えられます。当社はこうした動きをビジネスチャン
スと捉え、総力をあげて、省エネルギー・新エネル
ギーシステムの普及、そして快適な低炭素社会の
実現に向けて邁進してまいります。

　2010年９月、当社は2011年度から2015年度まで
の５ヵ年を計画期間とする中期経営計画（SANKI 
VITAL PLAN 90th）を策定しました。
　この中で、長期的発展のために「コア事業の強
化」と「成長戦略事業の拡大」、そして「新たな当社

独自の事業領域の創造」を実現することをビジョン
として定めました。2011年２月には、８つの全社施
策とリノベーション・統合ネットワーク・機械システム・
環境システムの各事業部固有の施策からなるア
クションプランを策定し、ビジョンの達成に向けて
動き始めています。
　全社施策としては、総合エンジニアリング推進、
営業力強化、ライフサイクルエンジニアリング事業
推進、海外事業拡大、コストダウン、人材育成、業
務プロセス改革、そして経営基盤の強化を図ります。
　2011年４月より、海外事業統括室を設置し、海
外展開に向けた調査・企画立案の推進体制を整
えたほか、本社を移転し、これまで４ヵ所に分散して
いた事業所を１ヵ所に集約することで、部門間での
協業を促進し、お客さまによりよいご提案を提供で
きる体制づくりに着手しています。

　
　当社は、「エンジニアリングをつうじて社会に
貢献する」という社是のとおり、1925年の創業
以来、常に独自の技術とノウハウを提供すること
で、それぞれの時代の社会的要請に応え続けて
まいりました。
　一方、長年にわたる産業の発展・生活水準の
向上は、環境負荷の増加をもたらし、なかでも石
油などのエネルギー消費にともなって大気中に
排出されるCO2の増加は、地球温暖化という問
題を引き起こしました。我が国でも、温暖化防止
に向けたさまざまなCO2削減への取り組みが始
まっています。
　そのような中で、当社は、これまでに培った幅
広い分野にわたる独自の技術力・提案力を活か
して、省エネルギー・新エネルギーに関する研究・

　2011年３月に発生した東日本大震災は、死者・
行方不明者が２万人を超える国難ともいえる未曾
有の大災害となりました。お亡くなりになられた方々
のご冥福をお祈り申しあげますとともに、被災された
皆さまおよび関係者の皆さまに、衷心よりお見舞い
申しあげます。
　当社としましても、震災直後より、被災されたお客
さまの事業所などの復旧支援には全社をあげて
対応してまいりました。被災地が一日も早く復興し、
避難生活を余儀なくされている皆さまの日常生活
が取り戻せることをお祈り申しあげるとともに、引き
続き被災地の復興に尽力してまいります。

　2010年度は、リニューアル・省エネ提案を積極
的に推進し、受注の拡大を図るとともに、原価低減
や経費削減による工事採算の改善を進めてまいり
ましたが、下期の景気低迷による企業の設備投資
の先送りや、年度末における震災の影響から、前年

トップメッセージ

開発や商品・サービス提供を行うことで、持続
可能な社会づくりに貢献することが、社会に対す
る一番の貢献であると考えています。
　2010年10月には、SANKI YOUエコ貢献
ポイント制度を導入し、お客さまとともに地球温
暖化防止・持続可能な社会の実現を目指す取
り組みを始めました。

　企業が継続的に成長していくためには、さまざま
なステークホルダーからの信頼を得て、社会ととも
に発展していくことが不可欠です。2010年11月
には国際標準化機構(ISO)から、社会的責任に関
する規格であるISO26000が発行されました。当
社は、これまでも製品の品質、地球環境への影響、
地域社会への影響など社会的責任を十分考慮し
た事業活動を行うよう努めていますが、事業活動
の中にCSRの考え方を今後一層定着させ、業務
プロセスの改革をつうじてCSR経営を推進してま
いります。
　また、お客さまとの関係は事業の基本をなすも
のと認識し、お客さまに寄り添い、お客さまを起点
としてニーズに対応していくため、全社をあげて最
適なソリューションを提案していく体制の構築に努
めてまいります。

　当社はこれからも、幅広いステークホルダーの
皆さまのさまざまなお声に耳を傾けて事業を展開
してまいります。今後とも、ご支援ご指導を賜りま
すよう、よろしくお願い申しあげます。

2011年８月

2010年度を振り返ってってってって 中期経営計画－SANKI VITAL PLAN 90th－

地域社会への
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独自の技術力・提案力を活かして
持続可能な社会づくりに
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三機工業株式会社
代表取締役社長
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地域社会への影響など社会的責任を十分考慮し
た事業活動を行うよう努めていますが、事業活動
の中にCSRの考え方を今後一層定着させ、業務
プロセスの改革をつうじてCSR経営を推進してま
いります。
　また、お客さまとの関係は事業の基本をなすも
のと認識し、お客さまに寄り添い、お客さまを起点
としてニーズに対応していくため、全社をあげて最
適なソリューションを提案していく体制の構築に努
めてまいります。

　当社はこれからも、幅広いステークホルダーの
皆さまのさまざまなお声に耳を傾けて事業を展開
してまいります。今後とも、ご支援ご指導を賜りま
すよう、よろしくお願い申しあげます。

2011年８月

2010年度を振り返ってってってって 中期経営計画－SANKI VITAL PLAN 90th－

地域社会への
た事業活動を行
の中にCSRの

事業活動をつうじた社会への貢献

ニアリング事業
人材育成、業
強化を図ります。

ステークホルダーの信頼獲得に向けて

って大気中に
温暖化という問
も、温暖化防止

読者の皆さまへ

幅広い分野にわたる
独自の技術力・提案力を活かして
持続可能な社会づくりに
貢献します。

三機工業株式会社
代表取締役社長
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社会の快適さと環境を
エンジニアリングで支え続けてきました。

昭和の歴史・近代化とともに

　三機工業は、1925年、三井物産の機械部を母体と
して創立しました。日比谷三信ビルなど、冷暖房・衛
生水道・厨房・電気設備の建築設備の総合施工を
行う一方、発展期にあった重化学工業や炭坑開発
における大型ベルトコンベヤも手がけました。また、
鉱山の機械化に対応し、鉱業化学用の分級やろ過
などの処理機械
の販売施工など、
この頃すでに現
在の建築設備・搬
送・水処理の主要
事業の礎を築い
ています。

戦後復興期から高度経済成長の時代を経て

　戦後の経済復興期から高度経済成長の時代にお
いては、冷暖房・衛生水道・金属製サッシなどの普
及に技術力を発揮するとともに、東京オリンピック
や大阪万国博覧会の各種設備をはじめ、さまざま
な産業・商業施設の照明・空調などを手がけ、社会
基盤の形成に貢献、建築設備業界の第一人者とし
ての評価を不動のものとしました。その後、エレクト
ロニクス関連産業の成長にともない産業空調の時
代が幕を開け、当社はクリーンルームをはじめ、企業
の研究施設、原子力施設などの特殊設備も手がけ

るようになりました。また、1980年代以降は、サント
リーホールや両国国技館、関西国際空港など、社
会・文化基盤の形
成に寄与すると
同時に、生活・産
業廃棄物処理な
どの環境ソリュー
ションにも注力し
てきました。

グローバルな社会・環境の世紀のなかで

　国際化が進展し、地球規模での環境の時代、環境
に対する社会の意識はこれまでになく高まってい
ます。当社は、東京ミッドタウン、汐留ビル群など、環
境共生型の都市再開発をはじめとして、CO2削減
などの環境ビジネスを積極的に展開してきました。
　創業以来培ってきた技術力に加え、新しい関連
技術分野を開発し、総合エンジニアリング企業とし
て、地球環境問題などの社会が直面しているさま
ざまな問題に取り
組み、今後も社会、
環境の持続的な
発展に貢献して
まいります。

三機工業のあゆみ

社会とのかかわり

▲ 三信ビル（1930年竣工、2007年解体）

▲ 両国国技館

▲ 東京ミッドタウン



7

三
機
工
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

社
会
貢
献
活
動

ハ
イ
ラ
イ
ト

Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
保
全
活
動

お
客
さ
ま
満
足
推
進

快
適
な
職
場
づ
く
り

三機工業CSR報告書 2011

社会から信頼していただけるよう、さまざまなステークホルダーの皆さまの声に耳を傾けます。

　当社は、「お客さま」「お取引先」「株主・投資家」
「従業員」「地球環境」「地域社会」のそれぞれのス
テークホルダーの皆さまとの良好な関係をつうじ

て、当社および社会の持続的な発展を目指します。
2002年に制定した「行動規範・行動指針」では、各
ステークホルダーへの責任を宣言しています。

三機工業のステークホルダーと行動規範

会社概要（2011年３月31日現在）

主要連結経営指標

従業員 株主・投資家

社会

地球環境

お客さま お取引先 

私たちは、すべての人の人権を
尊重し、差別や個人の尊厳を傷
つける行為を排除し、健全な職
場環境ります。

私たちは、常に社会の一員であることを自覚し、社会のルールに従い、社会からの信頼を得るべく
努めるとともに、反社会的勢力に対しては断固たる行動をとるものとし、一切の関係を遮断します。

私たちは、上場株式会社である
ことを常に念頭に置き、社会的責
任を自覚し公正な市場競争を行
うとともに、正確な企業情報を適
切に開示することによって正しい
評価を得ることを目指します。

私たちは、すべての取引先と
常に対等・公正・透明な取引関
係を構築し、関係法令および
契約に従って誠実な取引を行
います。

私たちは、顧客の立場に立ち、
その安心・満足・信頼を旨とし、
エンジニアリングをもって最高の
サービスを誠意をもって提供
します。 三機工業

私たちは、有形・無形を問わず、
当社の権利・財産を適正に管
理、保護し、私的用途等の不正
な使用は行わないとともに、他
人の権利・財産を尊重します。

行動規範 5

行動規範 1

行動規範 4

行動規範 2

行動規範 3

行動規範 6

従業員 株主・投資家

地球環境地球環地球環境境

従業員員 株株株株株主・投資

お客さま お取引先 

地域社会

三機工業

私たちは、有形・無形を問わず、
当社の権利・財産を適正に管
理、保護し、私的用途等の不正
な使用は行わないとともに、他
人の権利・財産を尊重します。

行動規範 5

行動規範 2

行動規範 3行動規範 4

行動規範 6

私たちは、すべての人の人権を
尊重し、差別や個人の尊厳を傷
つける行為を排除し、健全な職
場環境をつくります。

私たちは、常に社会の一員であることを自覚し、社会のルールに従い、社会からの信頼を得るべく
努めるとともに、反社会的勢力に対しては断固たる行動をとるものとし、一切の関係を遮断します。

私たちは、上場株式会社である
ことを常に念頭に置き、社会的責
任を自覚し公正な市場競争を行
うとともに、正確な企業情報を適
切に開示することによって正しい
評価を得ることを目指します。

私たちは、すべての取引先と
常に対等・公正・透明な取引関
係を構築し、関係法令および
契約に従って誠実な取引を行
います。

私たちは、顧客の立場に立ち、
その安心・満足・信頼を旨とし、
エンジニアリングをもって最高の
サービスを誠意をもって提供
します。

行動規範 1

■ 売上高推移
（百万円）

0

300,000

200,000

100,000

（年度）

■ 従業員数推移（年度末現在）
（人）

0

3,000

2,000

1,000

（年度）

■ 経常損益推移
（百万円）

（年度）

△

8,000

4,000
6,000

2,000
0

203,340

2009

159,273 151,794

2010

254,460

2008

246,159

20072006

2,239

2009

2,272

2010

2,3162,225

2008

2,179

20072006

6,900

2009 2010

5,456 4,239

△3,307
2008

8,782
20072006

■ 社　名 ： 三機工業株式会社　　■ 創　立 ： 1925年4月　　■ 資本金 ： 81億518万円　　■ 上場取引所 ： 東京

■ 事   業   所 ： 本社（東京都中央区）、3支社15支店　工場・研究所（神奈川県大和市）　連結子会社6社
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ト ピ ッ ク ス

「電力量計無停電交換ユニット」が電気設備学会部門賞を受賞

　2010年６月、電力量計を停電しないで交換できる「電力量計無停電
交換ユニット」の開発で、東京支社電気技術部の山田和生が電気設備学
会から技術振興部門振興賞を受賞しました。
　電気設備学会賞は、電気設備に関する学術と技術の進歩を図ること
を目的として、特に顕著な功績、優秀な学術・施工・技術開発などの業
績に対して表彰されるものです。

伊那浄水管理センター水処理設備工事が日本下水道事業団より表彰

　2010年11月、当社の手がけた伊那市伊那浄水管理センター水処理設
備工事が、日本下水道事業団より優良工事表彰を受賞しました。
　課題であった、同センターの既設エアレーション装置と増設エアレー
ション装置との違いによる水処理系列ごとの風量バランス調整を可能
にしたこと、維持管理に十分配慮した提案・施工を行ったことが高い評
価を受けました。

X線自由電子レーザー施設加速器棟が空気調和・衛生工学会の第49回学会賞技術賞を受賞

　2011年５月、理化学研究所のX線自由電子レーザー施設加速器棟で、空気調
和・衛生工学会から第49回学会賞技術賞（建築設備部門）を受賞しました。
　空気調和・衛生工学会は、1963年以来、学術と技術の進歩を図る目的で、毎
年会員の設備技術の業績などの中から特に優秀なものに賞を贈り、表彰していま
す。今回の受賞は、当社の施工技術が高く評価されたものです。

技術研究所内に統合ネットワークのデモルームを開設

　2011年４月、統合ネットワークの仕組みを体感できるデモルームを技
術研究所（神奈川県大和市）内に設置しました。空調や照明などのビ
ルオートメーションと、IP電話やパソコンなどITを連携することで実
現する、快適な省エネルギーオフィスを提案しています。
＊デモルームは、本社移転にともない、本社ビル（東京都中央区）に移転する予定です。

▲受賞した山田和生
（東京支社）

▲伊那浄水管理センター

▲施工を担当した杉山学
（神戸支店）

▲本社ビルに移転予定のデモルーム
（イメージ図）  















1. エンジニアリングをつうじた社会貢献
　三機工業の｢エンジニアリングをつうじて社会に
貢献する｣という社是は、近年主流になりつつある
「バリューチェーン全体をトータルに管理するCSR
マネジメント」という考え方によく合致していま
す。｢本業をつうじた社会貢献｣は少し前の日本企業
によく見られたCSRマネジメント観ですが、本業で
何らかの付加価値を創造すること自体が直ちに
CSRを意味するわけではありません。事業活動や
ステークホルダーとの関わり合いの中に環境配慮
や社会配慮が組み込まれることが重要なのです。
　その点、三機工業の場合は、CSRの本旨をよく理
解した社是の位置付けになっているように思いま
す。建築設備の総合施工という事業特性をうまく
活かして、設備単体では得られないトータルな環境
管理を可能にするところに、総合エンジニアリング
企業である三機工業のビジネスの特徴があるので
すが、CSRマネジメントをバリューチェーン展開す
る上で、こうした事業特性は有力な支援要因になっ
ています。

2. SANKI YOUエコ貢献ポイント
　SANKI YOUエコ貢献ポイントは発想もネーミン
グもきわめてユニークな取り組みです。これは既存
設備の改修に際して省エネ提案を行い、それが採
択された場合に当該改修から生ずるCO2排出量の
削減分を金額換算して、気候変動関連のNPO等に
寄付するというスキームなのですが、建設業でこう
した B to C 的な社会貢献を実施する前例はあまり
ないのではないでしょうか。
　三機工業は、2010年9月策定の中期経営計画に
おいて、長期的発展のために3つの重点分野を定め
ています。その中で掲げる「成長戦略事業の拡大」
の１つにリノベーション事業があります。SANKI 
YOUエコ貢献ポイントは、このリノベーションにき
わめてマッチした取り組みであり、この試みが成功

すれば、ビジネスの成長とバリューチェーンにおけ
る環境改善が同時に達成されて、環境共生型の都
市開発に大きな貢献をなすと考えられます。これも
また、三機工業的な｢本業をつうじた社会貢献｣なの
です。
　取り組み自体は基本的に寄付行為なので、金額
の多寡にこだわる必要はないのですが、1tあたりの
拠出額を市場価格と連動させたり、予算規模を増
額して寄付行為の対象となる環境行動の選択肢を
広げることで、さらにインパクトのある取り組みに
育てることが可能です。今後の展開に大きな期待
が持てる試みの1つです。

3. 南極地域観測隊への隊員派遣
　三機工業のCSR行動の中でもっとも注目される
のが南極地域観測隊への越冬隊員の派遣です。今
回で通算で9人目になるとのことですが、世界的に
も貴重な学術調査のインフラ整備に、本業である
汚水処理設備の維持管理業務や廃棄物管理業務で
参加できるということは、企業の社会貢献活動とし
て最高のシチュエーションであるように思います。
企業市民としての志の高さと技術力が評価されて
初めて参加可能になるプロジェクトなので、今後と
も継続的に貢献されるよう期待します。

4. 開示情報の拡充
　事業戦略における積極的な環境配慮志向と比較
して、事業エリアでの環境保全行動に関する情報
開示はやや遅れているように思います。事業戦略上
の視点からは積極的に取り上げられる省エネや
CO2排出量ですが、事業活動に伴う負荷情報とし
ては環境会計に部分的に開示されるだけで、施工
現場を含む事業エリアの負荷分析や削減対策はほ
とんど報告されていません。環境マネジメントの方
針と成果が明らかにできるように、情報開示のあり
方についての具体的な検討が望まれます。

　本年も、上智大学経済学部教授の上妻義直先生より、第三者意見を頂戴しました。開示情報の
拡充など、ご指摘の点に関しましては真摯に受け止め、今後の活動の展開に活かしてまいりたい
と存じます。
　当社は新しい中期計画SANKI VITAL PLAN 90thの達成に向けて全力を投入していますが、
これらの事業活動をつうじ、低炭素社会の実現へ貢献しつづける所存です。

三機工業株式会社　取締役専務執行役員　CSR推進本部長　古村 昌人

第三者意見「CSR報告書2011」に
ついての所見 上智大学経済学部教授

上妻 義直氏

第三者意見
を受けて
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第三者意見



このCSR報告書についてのご意見・お問い合わせは下記までお願いいたします。

〒103-8331 東京都中央区日本橋室町2丁目1番1号
TEL 03-3271-7424　FAX 03-3271-6679

CSR推進本部 http://www.sanki.co.jp

2011年8月発行

2011年10月移転後のご連絡先
住所：東京都中央区明石町８番１号  聖路加タワー
TEL：03-6367-7070
FAX：03-5565-5100




